
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ICT端末持ち帰りの取組 
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 子どもたちの学びを止めない！～すべての子どもに学びを保障する～ 

「ハイブリッド型授業」と「オンデマンド型授業」 
現在のコロナ禍において、学校は課業しているけれども新型コロナウイルス感染症に係る出席停止

でやむを得ず自宅で過ごす児童生徒が増えています。そのような中、児童生徒や家庭、学習内容に配
慮しながら、ハイブリッド型やオンデマンド型での学習の試みが、東部地区でも行われています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

新型コロナウイルス感染症の感染者数が１００人を超える日が出るなど、予断を許さない状況が
続いています。学校においても、臨時休校や出席停止が相次いでいます。そのような中、学校では
子どもの健康と安全を守るために最善の感染症防止対策を講じ、学習や学校行事を進めていただい
ています。今回は、ICT 端末持ち帰りの取組、オンライン授業の例を紹介します。 

 号外 

【岩美西小学校   今後のタブレット持ち帰り日程について」抜粋 令和４年１月】 

その３ 

岩美町では、現在の新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、岩美町内４小中学校が共通
理解を図りながら、ICT 端末持ち帰りの取組を進めています。定期的に ICT 端末を持ち帰って自宅
で活用する経験を積み上げることで、ＩＣＴ端末の操作に慣れ、自分で考え学習に活用していく力
の育成を図っています。その際、保護者文書で持ち帰りの日程やきまりを伝え、理解や協力を得な
がら進めています。 

【大分県教育センター 緊急時の在宅学習を支援する オンライン授業」 令和３年９月】 

大分県では、ハイブリッド授業に先駆的に取り組
み、基本的な考え方や授業展開例を示しています。ま
た、実際にオンラインで授業に参加した児童生徒の困
り感から、教師の指導上の留意点をまとめています。
詳しくは、大分県教育センターホームペー 
ジをご覧ください。（こちらの QR コードか 
らもご覧いただけます。） 

岩美町では、定期的に 情報教育
推進連絡会」を開催し、岩美町内４
小中学校が共通理解を図りながら、
ICT 活用教育を推進しています。こ
の連絡会には、岩美町教育委員会、
校長代表、共同学校事務室の室長、
ICT 支援員も参加し、各校での ICT
活用の様子、持ち帰り、児童生徒の
情報活用能力の育成等について情報
交換や協議を行っています。町内４
小中学校で協議し、取組を進めるこ
とで成果が上がっています。 

ハイブリッド型授業 

学校での通常授業と自宅でのオンライン授業
を同時に行う授業形態です。 

双方向でのやり取りが可能で発言もできます
が、濃厚接触者等で欠席している児童生徒への
配慮や学級指導等が重要になります。 

 

オンデマンド型授業 

実際の授業を動画撮影したものを、児童生徒
に配信して行う授業形態です。 

一方向での授業ですが、都合のよいときに視
聴でき、教室での学習の様子が確認できます。ド
リル等を併用することで学習補充もできます。 


